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▽2014.07.30  

中西五洲さんの思い出 

 

 

 労協連総会とセンター事業団総代会（「日本労協新聞」2014年 7月 5日号）の冒頭で理事長の永戸祐

三さんは、2013年 11月 16日、91歳で死去した中西五洲さん（1922〔大正 11〕年生まれ）を追悼し

て、次のように講演の中で語っている。 

 “中西さんとは、激しくやりあったこともあったが、中西さんは、自立的、自主的に大衆運動を考えよ

うとしていた人だった。 

 

 学生時代、治安維持法違反で検挙され投獄された。戦後、失業対策事業に就労し、「松阪職安事件」で

逮捕された時、中西さんに聞こえるように自発的なデモがおこった。中西さんはその時、「仲間を信じら

れる」と思い、事業団でも「自立と協同と愛の人間に育とう」、また「育てるような環境としての組織で

なければ」、と主張した（人だった）。“ 

 

 「昔軍隊、今総評」とマスコミで評された時代（編集子が知っているのは 1970年代から）、総評大会

で反主流として演説したのは、細井宗一（国労革同）さん、引間博愛（全自運のち運輸一般）さん、紙パ

労連の人など、本当に少なかったなかで中西五洲さんはニコヨンさんの労働者を組織した全日本自由労働

組合(全日自労)委員長として、「失業と貧乏をなくすための労働組合を」と滔々と演説し、総評の岩井事

務局長に迫っているのを記憶する。 

 1980年代になると三重県で市民生協をつくりだし、町づくりをすすめる労働組合、社会的責任を持つ

労働組合運動としての「民主的改革路線」など、不思議と主流派の中にも、問題意識がつながる労働組合

リーダーだった。 

 編集子も松阪職安事件をベースにした『労働組合のロマン――苦悩する労働組合運動からのレポート』

（1986年刊）の編集・制作に参加した。その前に出た本が、『日本の労働組合運動をどう建てなおすか

―労働戦線統一/春闘再構築/大衆運動の法則性 』(1981年 11月)だ。 

 

 民主的改革をめざす全日自労のたたかいの経験は、シーアンドシー出版時代に、次の本でまとめた。執

筆者は木下武男さん、手島繁一さん、矢吹紀人さんだ。 

 『皆でたたかった 50年―全日自労三重県本部の歴史』（全日自労建設一般三重県本部、 協同総合研究

所、1996年）  

 ▽参考：『皆でたたかった 50年―全日自労三重県本部の歴史』の刊行に当たって、手島繁一、『協同

の発見』、1996年 6月号、第 51号 

 http://jicr.roukyou.gr.jp/publication/1996/51-14.pdf 
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 民革路線について、黒川俊雄慶応義塾大学教授の還暦記念論集に永山利和さんがまとめて執筆

した文献を以下にＵＰした。 

 労働組合運動の民主的改革路線、中西五洲・永山利和、労働組合の民主的改革、1985年 3月 

 

 それぞれの労働組合運動史・論 Part４  

 

 その後は、ジャーナリストの岩垂弘さんが「第 148回 新たな挑戦・労働者協同組合― もの

書きを目指す人びとへ」で、以下のように業績を紹介していることなどでも有名になった。 

 http://www.econfn.com/iwadare/page256.html  

 

 

 事業団の設立は各地に伝播した。一九七九年には三十六の事業団の代表が熱海市に集まって事

業団の全国組織「中高年雇用・福祉事業団全国協議会」を結成した。そのうち、事業団を協同組

合の一つ、労働者協同組合と位置づける方向が協議会内で強まり、それに伴って一九八六年には

名称を「中高年雇用・福祉事業団（労働者協同組合）全国連合会」と変えた。さらに、一九九三

年には「日本労働者協同組合連合会」と改めた。 

 この事業団方式を生み出し、全国に広げてゆくうえで強力なイニシアティブを発揮したのは中

西五洲氏である。同氏は全日自労の委員長を務めたあと、中高年雇用・福祉事業団全国協議会、

中高年雇用・福祉事業団（労働者協同組合）全国連合会、日本労働者協同組合連合会の各理事長

を務めた。 

 

 協同総合研究所を創立した折にともに尽力した法政大学経営学部名誉教授の角瀬保雄さんが、

『理想社会への道』（2005年 2月）発刊のときに発表している文章があるので、ぜひ一読して

ほしい（非営利・協同総合研究所いのちとくらし「研究所ニュース」発行日 2005年 05月 16

日）。 

 

 中西五洲『理想社会への道』  

 

▽追記 生前、最後の発言かもしれない。  

○元全日自労中央執行委員長、中西五洲氏に聞く、「全労交通信」第 15号（2013年 10月 20

日発行） 

  http://zenroukou.jimdo.com/2013/11/02/元全日自労中央執行委員長-中西五洲氏に聞く/ 
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▽2014.07.30  

民主的改革の労働組合運動を 

労働組合運動の民主的改革路線、中西五洲・永山利和、労働組合の民主的改革、1985年 3月――黒川俊

雄慶応義塾大学教授の還暦記念論集 

 

▽2014.11.16  

続・中西五洲さんの思い出 

 

 中西五洲さんと出会った当時、第一に「全国的観点」という言葉を盛んにおっしゃっていた。 

 

 失業対策事業の労働者（ニコヨンさん）を主たる組織対象とする労働組合運動（全日自労、最大時２３

万人を組織し、総評傘下の単組としては自治労、日教組に次ぐ組織人員であった）に自らを置き、政府・

労働官僚・自民党の政策動向＝公的就労施策の変化を読み取るリーダーだったからだろう。 

 国労や全電通などの公労協の組合リーダーもその意識が強かったが、企業別組合をベースとして単産に

出てくる民間幹部は、少なかった。 

 三田クラブなどでレクチャーした全民労協（のちに連合）の側に立ったリーダーは、「政労使・コーポ

ラティズム」の形成を図っていたので、官僚に相当サジェスチョンを受けていたようだ。 

 五洲さんは中西功（元参議院議員）の血のつながりからか、当時の共産党正統派ではなかったことによ

って、全国的政治動向に敏感に判断をする必要があったのではないかと思う。 

 

  

 「夕刊三重」は次のように伝えている。 

 五州さんは多気町土羽の生まれ。長兄は元佐奈村長の且さん。次兄はゾルゲ事件に関連して検挙され、

無期懲役の判決を受けたが、戦後釈放され参院議員(共産党)になった功さん。五州さんは 12歳年上の功

さんの影響で反戦思想に関心を持ち、法政大学在学中に治安維持法違反で逮捕。三重刑務所で空襲に遭

い、九死に一生を得て戦後釈放された。 13/11/18夕刊三重 7面 (一部略) 

 

 

 第二に「大衆運動の法則性」ということばだ。 

 前回紹介したように（「中西五洲さんの思い出」）、「松坂職安事件」闘争で警察署の周りで声を上げ

た多くのニコヨン労働者の励ましが、一人のリーダーを育て上げたと自ら書いていたが、「大衆」といわ

れた労働者への信頼を基礎に持った労働組合運動家だった。 
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 労協運動を始めた時に、「徹底民主主義」という言葉もよく話していた。 

 

 東京の下町で長年、労働組合活動で、多くの未組織労働者、非正規労働者の組織化をしている石川源嗣

さんは、次のように語っている。 

 “全日自労というのがありましてね、そこの中西五洲さん、この人がよく言っている言葉で、「みんな

で討議、みんなで決定、みんなで行動」がある。労働組合で大衆路線を実行する時は、これが大事なんで

すよ。 

 私も労組つくりでは、「みんなで討議、みんなで決定、みんなで行動」というのを強調します。それを

組合結成時だけではなく、組合で活動している間、全部そこを頭においてやらないとダメなんですよと。

これが大衆路線なんですよ、という話をするんですよ。これらが東部労組の根幹の性格だと思いますね。

“ 

 《東部労組と全国一般協議会を語る――労働運動活動家全国ネットワーク「ＬＡＮＮ」２００９年春号

掲載》：石川源嗣さん（全国一般全国協議会副委員長・全国一般東武労組）に聞く。》   

http://nugw.kir.jp/opinion/isikawalann.pdf 

 

 この「大衆運動の法則性」については、『労働組合のロマン――苦悩する労働組合運動からのレポー

ト』（1986年 2月）の「赤旗」書評で「レーニンを批判しているのはけしからん」、という批評もあっ

た。 

 

 この本の帯は私が書いている。 

 “なかま”とともに歩んだ労働組合人生!! 「全日自労とともに 35年」、失対の“なかま”を組織し、底辺

から“人間らしい生活”を求めつづけた組合幹部の自伝風戦後史。「心の通いあう労働組合づくり」「大衆

運動の法則性」「民主的改革」「事業団運動」など日本の労働組合運動の再建へ提言し、「人間の幸せと

は何か」を考える。 

 

 この言葉の原点は「劉少奇（中国共産党幹部）から教わった」（『大衆運動の根本問題』、昭和 14、

15年頃の論文）と『日本の労働組合運動をどう建てなおす』（中西五洲著、合同出版、1981年 11月）

では書いてある。 

 

 第三は、「自立と愛と協同」という言葉のメッセージだ。 

 1980年代のセンター事業団（現在のワーカーズコープ）の会議が「伊豆の国労教育センター」で行わ

れていたとき、「愛と協同」という言葉はどうだと聞かれたので、即座に「それは賀川豊彦が言っている

のではないですか。やっぱりキーワードは“自立“を入れたほうが、五洲さんの“雇われ者根性“論のバージ

ョンアップになるのではないですか」、と話したことがある。 
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 その日の会議で、レジュメに入っていなかった「自立」を入れて論理を展開していた。 

 

 そのほかにも、「5つの危機論」――核戦争の危機、環境破壊の危機、人間性の危機、経済の危機、資

源問題の危機などを講演や論文の中にいつも展開していたが、五洲さん一流の「社会革命論」だと思った

ことも、書いておく。 

 

 中西さんは、リーダーの先進性を常に追い求めていながら、その内実には、労働者個々の置かれた状況

――レッドバージされて失業した政党活動家たち、戦争で日本に復員してきた戦争被害者となった兵隊上

がり労働者、企業整理で失業している＝男性集団、戦争で寡婦になった女性集団、乳飲み子を抱えて就労

してきた女性など、失業と貧乏に陥れられた労働者の気分・感情をくみとって政府・労働官僚に攻めのぼ

った労働組合活動家・協同組合リーダーだった。 

 

 多くの労働組合が「企業内組合」なので、そこからはなかなか全国的観点を持つユニオンリーダーは育

ってこないというのが現在の労働組合運動陥没の原因だ。 

 やはり企業別組合は「労働者の人間発達」を阻害している。 

 格差社会のなかで「高給をはむ、名ばかり企業内組合幹部」は、もう退席する時代なのではないか。 

 

 最後に、「民革型」労働組合運動の後継者がいないことは残念だ。 

 

 輝かしい労協運動 20年を振り返って、中西五洲、『21世紀への序曲――労働者協同組合の新たな挑

戦』（日本労働者協同組合連合会編、シーアンドシー出版 1999年 9月）（ＰＤＦ版） 

  

 

 ＜随想＞ゾルゲと尾崎さんのこと――サン・シャイン（元東京拘置所）を横に見て、中西五洲（中高年

雇用・福祉事業団全国連合会）、協同総合研究所、『協同の発見』1992年 1―2月、第 5号 
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大衆運動における法則性――中西五洲さんの思い

出・その３  

 

  

  △『労働組合のロマン』（労働旬報社、1986年）表紙写真 

 

中西五洲さんが最も大事にしたテーマは、「大衆運動における法則性」だった。 

 

 1978年 12月に書いた青木書店の『現代と思想』の「大衆運動における法則性」（34号）で最初にま

とまって発表されている。 

 そして『日本の労働組合運動をどう建てなおすか : 労働戦線統一/春闘再構築/大衆運動の法則性』

（合同出版、1981年 11月）、『労働組合のロマン : 苦悩する労働組合運動からのレポート』（1986

年 2月、労働旬報社）という単行本の中でも追求されている。 

 

 その後、1992年 8月から 1993年 3月号まで月刊雑誌『部落』（部落問題研究所出版部）に書かれた

「ある活動家の追想と提言（ひとりごと）」の中に、まとまって展開されている。 

 

 「ある活動家の追想と提言（ひとりごと）」では、「大衆運動の法則性」（連載㈢）というページで、

いくつかのポイントを書いている。 

 

 「大衆運動の法則性」の実践的視角は、次の 3点としている。（以下、《 》内文章は五洲さん） 

 《第一は「要求発展の法則」と私が名づけているものです。第二は「自発性の法則」で、これは「やる

気の法則」といってもよいでしょう。第三はリーダーシップの法則です。》 
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 五洲さんは、50年を経た民主的運動に関わって、法則性の研究が大変遅れていると強調している。 

 

 《大衆運動のなかにはいくつかの重要な法則が働いています。大衆運動を成功させようと思うなら、こ

の法則性を研究しなければなりません。しかしこの研究が大へん遅れているというのが、五○年近くを大

衆運動に従事してきた私の実感なのです。 

 大衆運動は、労働組合、協同組合を始め、平和運動、政治、経済、文化運動などに、草の根的運動を加

えれば、国民のほとんどが何らかの形で参加している巨大な運動であります。この巨大な大衆運動を貫い

ている法則性を研究し、一つの「科学」として確立することは、民主的運動に参加している人々の責任だ

ろうと思います。》 

 

 しかし、この「要求発展の法則」を提唱し実践活動にリーダーシップを発揮した五洲さんに対して、

「経済主義者」という罵声を浴びせる人たちがいたようだ。 

 

 《私は「要求発展の法則」を実践的に検討していましたから、「経済主義者」と公然と批判されてもひ

るみませんでした。》 

 

 五洲さんは、連載の㈡―「自分の頭で考える」のなかで、私が「大衆運動の法則性」という視点を明確

にもつことができたのは、「中国の劉少奇主席の『大衆組織の根本問題」という小冊子でした』と書いて

いる。 

 

 《中国の劉少奇主席の『大衆組織の根本問題」という小冊子でした。これは実に素晴らしい論文です。

残念ながら今はほとんど顧みられず、入手も困難だと思います。この論文に教えられ、はげまされて私は

「大衆運動の法則性にもとづく指導」をまとめたのでした。残念なことに劉少奇は文化大革命の犠牲とな

り獄死させられるのです。ソ連や中国の社会主義に劉少奇のような考えが貫いていたら、今日のような事

態は絶対おこらなかったと思います。》 

 

 戦前からの労働運動のリーダーの「原初的思い」は、教科書的世界観を超えている。 

 

 その極め付きは、以下の文章だろう。このレーニンの外部注入論批判は、『労働組合のロマン』

（1986年）の書評が掲載された「赤旗」紙でもクレームがついているが、1992年になってもひるむこ

となく展開している。 

 

 《さて、大衆運動の法則性にかかわって、私が三○年間温めてきたテーマがあります。それを皆さんに

も一緒に考えてほしいのです。 

 それはレーニンの「何をなすべきか」という著作です。これは最近まで大衆運動のバイブルのような役
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目を果たしてきました。私も何度読んだかわからない程です。運動がわからなくなると、これを読みまし

た。 

 当時大衆運動をやっていた幹部の多くはそうだったと思います。 

 この著作のなかに有名な「外部注入」論というのがあります。大衆運動には正しい科学的視点や方針を

外部から注入しないといけない、この注入する役目をもつのが、労働者階級の前衛である党だと言うわけ

です。たしかに労働組合は自然成長的要素を多くもっています。党の方がより目的意識的であり、科学的

視点にたっていることも事実です。しかし、目的意識性や科学性が党だけのものであり、大衆運動が自ら

の必要から、目的意識性や科学性をもつことができないというのは独断だろうと思います。こういう理論

からソ連型社会主義では、大衆組織の独立、独自性が犯され、党支配が合法化されていったように思いま

す。 

 こういうレーニンの考えは、私が実践してきた大衆運動の法則性という考えと合致しません。さきにあ

げた中国の劉少奇主席は大衆運動の法則的発展という考えを明確にのべ、法則性を掴まなければ大衆を組

織することはできないとのべています。レーニンと劉少奇 

 では全く好対照をなしています。レーニンには、大衆運動の法則的発展という考えはありませんから、

結果として大衆組織を軽く見、党を重く見すぎるということになったように思います。よく、レーニンは

正しかったのだが、スターリンがねじ曲げたと言う人がいます。私はそうではなく、ソ連型社会主義の理

論的枠組みをつくったのはレーニンであり、その理論に弱点、相当大きな弱点があったからこそ、この社

会主義は一定の成果をあげながらも、内部崩壊せざるをえなかったのだと思います。「何をなすべきか」

の弱点をえぐり出し、大衆運動の法則性という視点と、その法則性を具体的に明らかにすることが、当面

の緊急事のように思います。》 

 

 五洲さんの遺言のような“「何をなすべきか」の弱点をえぐり出し、大衆運動の法則性という視点と、

その法則性を具体的に明らかにすることが、当面の緊急事のように思います”という文章は、次の世代

が、ヨーロッパや諸外国のさまざまな経験（地域産業別労働組合運動、ワーカーズコープ運動などの協同

組合運動、社会的経済・社会連帯経済、文化運動、社会保障運動、地域コミュニティ運動）を踏まえて、

生み出してほしい。 

 

 

◇中西五洲さんの略歴 

 1922年三重県多気町に生まれる。1941年法政大学入学、中退。1943年治安維持法で逮捕、懲役 3

年の実刑。1945年 10月マッカーサー指令で釈放。1950年松坂の失業対策事業に就労。自由労組をつく

る。1953年全日本自由労組(全日自労)を結成、初代委員長。断続的に 3期 18年間委員長をつとめる。

1972年三重県民生活協同組合を設立。以後 18年間理事長をつとめる。1979年中高年雇用福祉事業団全

国連合会を創立。初代理事長 
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▽2015.02.15  

 中西五洲さんの主な単行本・論文の紹介 

  以下の諸論文、インタビューは、『労働組合のロマン』（1986年）を編集したときに集めて

おいたものと、その後、『部落』に書いてものをＰＤＦでＵＰしておく（一部未掲載）。 

単行本はＰＤＦ化できていない。 

 『皆でたたかった 50年―全日 自労三重県本部の歴史』（シーアンドシー出版、1996年）に

ついては、編集責任者だった手島繁一さんの文章を掲載した。 

 失対事業打切りに反対する―全日自労のたたかい、『部落』、部落問題研究所出版部、1962年

9月、152号 

大衆運動における法則性、『現代と思想』、青木書店、1978年 12月、34号 

総評改革と労働運動再建のために、労戦再編と統一労組懇<特集>、月刊労働問題、1980年 5

月、274号 

要求穫得に執念をもって進もう、81年春闘読本―職場労働者編、賃金と社会保障、1980年 12

月 10日、807号 

『日本の労働組合運動をどう建てなおすか : 労働戦線統一/春闘再構築/大衆運動の法則性』、

中西五洲著、合同出版、1981年 11月  

 労働組合運動の民主的改革路線、中西五洲・永山利和、労働組合の民主的改革、1985年 3月―

―黒川俊雄慶応義塾大学教授の還暦記念論集  

 運動の立て直しをあくまで追求、労働運動の現在と未来<特集>、月刊総評 / 日本労働組合総評

議会、1982年 1月、289号 

『労働組合のロマン : 苦悩する労働組合運動からのレポート』、中西五洲著、労働旬報社、 

1986年 2月 

「労働組合のロマン」と事業団運動、労働者協同組合と現代<特集> ; 労働者協同組合と日本、

賃金と社会保障、1986年 3月 25日、934号  

 ＜随想＞ゾルゲと尾崎さんのこと――サン・シャイン（元東京拘置所）を横に見て、中西五洲

（中高年雇用・福祉事業団全国連合会）、協同総合研究所、『協同の発見』1992年 1―2月、

第 5号  

 ある活動家の追想と提言（ひとりごと）『部落』、部落問題研究所出版部 

 ⑴  私の運動の原点――はじめにかえて  1992年 8月 

 ⑵  自分の頭でものを考える       1992年 9月 

 ⑶  大衆運動の法則性          1992年 10月 

 ⑷  人類の危機             1992年 11月 

 ⑸  協同の原理             1992年 12月 

 ⑹  労働者協同組合           1993年 1月 
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 ⑺  徹底民主主義            1993年 2月 

 ⑻  自立と協同と愛           1993年 3月  

 高齢者生協の創設をめぐって、特集 環境と地域社会への配慮、協同組合経営研究月報、協同組

合経営研究所、1996年 7月、514号  

輝かしい労協運動 20年を振り返って、中西五洲、『21世紀への序曲――労働者協同組合の新

たな挑戦』（日本労働者協同組合連合会編、シーアンドシー出版 1999年 9月）（ＰＤＦ版） 

 

全日自労三重県本部の歴史をまとめるにあたって、手島繁一、協同の発見、1995年 10月、43

号 

『皆でたたかった 50年―全日 自労三重県本部の歴史』の刊行に当たって、手島繁一、協同の

発見、1996年 6月、51号  

 『理想社会への道―私の資本主義改造論』、中西五洲、同時代社、2005年 2月  

 中西五洲『理想社会への道』 法政大学経営学部名誉教授・角瀬保雄、非営利・協同総合研究所

いのちとくらし「研究所ニュース」発行日 2005年 05月 16日） 

『友愛の社会を求めて』、中西五洲、同時代社、2009年 11月  
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中西五洲『理想社会への道』 

「理事長のページ」 研究所ニュース No.10 掲載分 

 角瀬保雄 

発行日 2005年 05月 16日 

 

3 月 28日、総評会館で中西五洲さんの新著『理想社会への道』（同時代社）の出

版記念のつどいが開かれました。中西さんは有名な中西 4 兄弟の末弟で、法政大

学在学中の 1943 年、治安維持法で逮捕され、戦後マッカーサー指令で釈放された

人で、全日自労の創立にかかわり、初代委員長になり、民革路線の提唱で知られて

います。同時に三重県民生協の創立、中高年雇用福祉事業団の創立、高齢者生協

の創立と、今日の労働者協同組合運動の生みの親といえる人です。労働組合運動と

協同組合運動の双方にかかわりをもつ数少ない社会運動の指導者といえます。 

その中西さんが 80 歳でパソコンを習い、3 年間かけて完成させたのが『理想社会

への道』です。私は 10 数年前、黒川俊雄先生や中西さんと一緒に協同総研の創立

に関わったことがありますが、以来日本の改革のためには労働組合運動と協同組合

運動が手を携えていくことが必要と考えてきました。しかし、労働組合運動は協同組

合運動に十分な理解をもたず、協同組合運動も労働組合運動に理解をもちえないで

いるというのが現実といえます。労働者協同組合運動はここ数年間、法制化運動に

取り組んできましたが、大衆的な市民運動から遊離して、ロビー活動に傾斜し、ワー

カーズ・コレクティブ運動とも手を携えることが出来ないでいます。しかし、私は将来に

対して必ずしも悲観的ではありません。労働組合運動のなかから、中西さんの民革路

線の発展ともいえる新しい胎動が生まれてきているように思われるからです。こうした

なか当研究所の機関誌『いのちとくらし』（no.10）では「非営利・協同における労働問

題」という座談会がもたれました。読者の皆さんの感想をお聞きしたいところです。私

は民医連関係の各地の学習会に呼ばれることがありますが、その際、労働問題につ



いてもふれることがあります。一般の非営利・協同組織では、労働問題が聖域になっ

ているようですが、私はかねがね非営利・協同組織の労使関係は「合意協力型」であ

るべきと主張してきており、共感をえてきています。そうしたなかで民医連院所が所属

している法人では「全職員参加経営」が目指されるとともに、労働組合が活発に活動

していることで知られています。非営利・協同組織における労使関係の一つのモデル

になっているともいえるでしょう。時に労使関係が激化したり、時に協力関係が強まっ

たりしているのを見聞しています。 

ところで最近、これは一般の産業にも当てはまる普遍的な、21 世紀型の労使関係

のあり方ではないかと思うようになっています。それは近年、全労連民間の組合運動

路線として強調されるようになってきている事実を知ったからです。かつては労働組

合の運動路線は労使の「単純対決型」と「協調型」とにきれいに分かれていたと思い

ますが、いまやそれを乗り越える新しい胎動が高まってきているように思われます。

「組合は要求するだけ、経営は経営者の責任」という労働組合運動の限界がはっきり

してきたのだと思います。 

私が注目する単産としては、全労連全国一般の「たたかう提案型」の運動路線があ

ります。これは「労働者を守り、要求を実現するためには社長ダメ論、経営オマカセ論

を克服し、多数の世論と力で経営者に経営改善と改革を迫り、労働者犠牲ではなく、

まともな経営に変えていくこと」といわれるものです。2005 年の「運動方針（案）」では

「経理公開をさせ、決算資料の分析、取引先・銀行・業界の動向をしらべます。経営の

問題点は、暴露的な批判ではなく、みんなが『そのとおり』と共感する的確な批判を

し、『こうすれば要求が実現できる』『こうすればまともな経営になる』という提案をつく

ります」ということが強調されています。 

そのほかの単産でこうした路線を追求しているものに全印総連、自交総連、建交

労、JMIU（全日本金属情報機器労働組合）などがあります。民医連関係の労組でも、

こうした経営改善提案づくりの取組みの事例はいろいろあると思うのですが、どうでし

ょうか。全労連は官公労が中心になっていますが、そこでも新しい胎動が生まれてき

ているように思われます。小泉「構造改革」は「小さい政府」、「官から民へ」ということ

で、社会保険庁などの官公庁や公的機関の不祥事をとりあげ、公務公共労働に攻撃



を集中してきています。確かに公的セクターのところには、国民から支持をえられない

問題があり、労働組合の対応が注目されるところです。国公労連は組合員のいるとこ

ろで、問題が発生していることを反省し、民主的公務労働の確立を提起しています。 

また地方自治体のところでは、NPM（ニュー・パブリック・マネージメント）ということ

がいわれ、公共業務の「自治体アウトソーシング」が進められています。こうしたなか

各地の自治体の「職員厚遇」が問題となっています。これに対して大阪市労組は市当

局と連合系労組との癒着のなかで生まれてきたもので、自らには直接かかわりのな

い問題であっても、これまで解決できず、放置してきたことに対しては責任がある、と

いう態度をとっています。 

こうした労働組合運動の最近の動向をみると、民間部門ばかりでなく、公的部門、

非営利・協同部門のすべてにおいて、働く労働者が自らの社会的責任の問題に自覚

的に取り組みだしたといえそうです。いま労働組合の危機ということが問題になってい

ますが、危機の時代はそれを跳ね返すチャンスの時代にもなりうるのだと思います。

機関誌『いのちとくらし』では、ひき続き非営利・協同組織の労働問題を取り上げるこ

とを予定しています。 

http://www.inhcc.org/jp/research/news/kakurai/20050516-kakurai.html 

 



2017年 3月 4日 (土) 

機関紙 “じかたび”、「日本労協新聞」の編集者人生―「松澤常夫のペー

ジ」をオープン。 

 

 

 最近、二つのグループの出会い（ＮＰＯ、独立自立組合）のなかで、「全日自労」の話

をしたが、ほとんど知られていない状況にあることに、びっくりした。その系譜の中で

「ワーカーズコープ（労働者協同組合）」が生まれてきたことも話した。 

 紅白歌合戦で歌われた「ヨイトマケの唄」は、戦後および高度成長期の入り口の時期、

「ニコヨンさん」と呼ばれた失業対策事業に従事する労働者の愛唱歌だった歴史も話し

た。 

 ここにも、日本労働運動史の「忘却の流れ」が生まれているのではないか。 

  

 何かできることはないかと考えながらいたら、なんと「私の身近」に、その歴史をしょ

ってきた「機関紙編集者人生」の主人公としての「松澤さん」がいることに、ハタとして

気が付いた。 

 

 

 松澤さんは、1980年代に「労働組合機関紙としてはただ一つ、ジャーナリスト会議賞を

うけています。週一回発行、有料個人購読制で組合の内外に 10万人の読者がいます」と

言われた、機関紙 “じかたび”を編集し、のちに、全国中高年雇用・福祉事業団全国協

議会という、寿限無寿限無みたいな団体の機関紙に移籍し、現在の「日本労協新聞」に育

て上げている現役編集長だ。 

  

松澤常夫のページ  

  

ページの柱建ては、ほぼ彼の 40年以上にわたる「機関紙編集者の企画のポイント（発

想源）」を明らかにした、文章、単行本群の紹介だ。 

  

＊マイＷＯＲＫ 

日本労協新聞の編集 

書籍出版の編集に参加した単行本（この本群のなかで、編集子は 9冊も一緒に編集して

きた。感謝申し上げる） 

 私が書いてきたこと―ルポ他（以下、その柱建てをＵＰしておく） 



 新聞「じかたび」の編集 

  

 次の世代に、同じような問題関心が共有されることを願っている。 

  

 ◆「日本労協新聞」時代 

注射針事故をなくせ?――全国アンケート調査結果報告、松沢常夫、「季刊 仕事の発

見」、1987年冬号、1987年 11月 25日、中高年雇用・福祉事業団（労働者協同組合）全

国連合会 

仕事にとどまらない連携を、松沢常夫（「じぎょうだん」編集長、中高年雇用・福祉事

業団（労働者協同組合）全国連合会））、あかつき印刷社内報、No.231、1988年 4月 

住井すゑさんに聞く――「罰で便所掃除」に思う、松沢常夫、「季刊 仕事の発見」、

1988年夏号、1988年 5月 25日、中高年雇用・福祉事業団（労働者協同組合）全国連合会 

罰”としてする仕事じゃない――便所掃除の現場から考える、松沢常夫、「機関紙と宣

伝」、日本機関紙協会、No.664、1988年 9月号 

現実に切り込む企画とは、松沢常夫（中高年雇用・福祉事業団（労働者協同組合）全国

連合会）、「機関紙と宣伝」、日本機関紙協会、No.676、1989年 9月号 

病院の注射針と医療廃棄物の取り組み――捨てるごみの向こうに人がいる、松沢常夫、

「季刊 仕事の発見」、1993年夏号、25号、1993年 6月 25日、日本労働者協同組合連合

会 

労働者協同組合の介護・福祉事業の構想、松沢常夫（日本労働者協同組合連合会）、

「賃金と社会保障」、No.1255、1999年 8月上旬号、旬報社 

さまざまな壁を突破することなしには「社会的なメディア」には進まない、松沢常夫

（日本労働者協同組合連合会、『日本労協新聞』編集長）、「機関紙と宣伝」、日本機関

紙協会、No.842、2003年 7月号 

[日本の素顔]人間というもの 愛ということ――生きるということを最後まであきらめ

ない人のそばにいるだけで……、松沢常夫（『日本労協新聞』編集長）、「民主文学」、

日本民主主義文学会、2005年 10月号 

子育て支援の輪 どこまでも――福岡県大野城市、松沢常夫、『協同で仕事をおこす―

―社会を変える 生き方・働き方』、広井良典編著、コモンズ、2011年 11月 20日、日本

労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会監修 

協同労働 ワーカーズコレクティブ運動の可能性と現状――労働の本来の姿を取り戻

す、松沢常夫（日本労働者協同組合連合会常務理事、『日本労協新聞』編集長）、「建設

労働のひろば」、東京土建一般、No.83、2012年 7月号 

  

＊「たたかいのルポルタージュ」などに発表 

  



 「背広の浮浪者」の取材経験から、松沢常夫（全日自労書記、機関紙「じかたび」編集

部員)、「ルポルタージュ研究」（第一回機関紙ルポ研究会の記録集）、1978年 7月 15日

日本機関紙協会 

 人間は変わるんだ 労働者はたたかうんだ――全日自労の中央委員会から、松沢常夫、

「たたかいのルポルタージュ」創刊号、1979年 5月号、現代ルポルタージュ研究会 

背広の浮浪者”と夜の東京、松沢常夫、「たたかいのルポルタージュ」2号、1980年 3

月号、現代ルポルタージュ研究会 

沢内村見聞記――全国に咲かせる白ユリの花、松沢常夫、「たたかいのルポルタージ

ュ」5号、1983年 5月号、1983年 5月 15日、現代ルポルタージュ研究会 

失業――つくりだされる「怠け者」、松沢常夫、「たたかいのルポルタージュ」6号、

1984年 5月号、1983年 5月 15日、現代ルポルタージュ研究会 

もう「三日坊主」にはならない――金沢「喘息大学病院」に入院して、松沢常夫、「た

たかいのルポルタージュ」7号、1985年 9月号、現代ルポルタージュ研究会 

“次工程は仲間”を求めつづけて、松沢常夫、「たたかいのルポルタージュ」8号、

1987年 2月号、現代ルポルタージュ研究会 

「よい仕事」とは――入院して感じたこと、松沢常夫、「たたかいのルポルタージュ」

12号、1997年 2月 28日号、現代ルポルタージュ研究会 

未来に希望を込めて――「労働と人間」を問い続けるワーカーズコープの子育て支援、

松沢常夫、「たたかいのルポルタージュ」15号、2011年 3月 25日号、現代ルポルタージ

ュ研究会 

  

◆「じかたび」時代  

  

 売血、松沢常夫、「生命（いのち）ひしめる、マルクス主義研究セミナー、第 2期Ａコ

ース記念文集」、文集発行友の会、1976年 7月 14日（古在由重 序文） 

 報道記事の取材法、ルポ記事の取材法、松沢常夫、日本機関紙協会、「機関紙と宣

伝」、No.566、1980年 7月号 

 全日自労の「民主的改革闘争」の意義、松沢常夫、「マルクス主義研究研究年報」、

1980年版、NO.4、マルクス主義研究セミナー、芝田進午責任編集、合同出版、1981年 1

月 25日 

 自分たちで生命を守った村―大衆運動の一考察、松沢常夫、「Liberte マルクス主義

研究セミナー記念文集」、Liberte編集委員会、創刊 2号、1981年 11月 21日 

 集会報道を書いてみる、ルポルタージュを書く、「記者・通信員ハンドブック」、日本

機関紙協会、1986年 7月 16日 

 編集者に問われているものは何んだ――斎藤茂男氏の発言から、座談会・松沢常夫他、

「機関紙と宣伝」、No.631、1985年 12月号、日本機関紙協会 



 集団の中できたえられた浅利ルポ、松沢常夫、「機関紙と宣伝」、No.634、1986年 3月

号、日本機関紙協会 

 大惨事をよぶ国鉄の狂気――首切りセンターと現場では今何がおきているか、松沢常

夫、「機関紙と宣伝」、No.642、1986年 11月号、日本機関紙協会 

  

◆プレ機関紙編集者時代 

 新聞「じかたび」の編集 

http://okina1.cocolog-nifty.com/blog/2017/03/post-f4c8.html 

 

 

 

 

2017年 4月 30 日 (日) 

君は知っていますか「全日自労」という労働組合 

 総評が奮闘していた時代（1960年から 1980年代）、全日自労は反主流派として太田－

岩井ラインに物申す労働組合として、失業者を組織し、20万を超えたユニークな存在だっ

た。 

 

 日本の労働組合運動では、ここまで“自力で組織した労働者の運動”はない。 

  

 失業・貧困・労働者の生活を調査・研究した「江口英一」（中央大学教授）さんが書き

残した《下段参照：江口英一、“じかたび”の旗のもとに、「全日自労」『朝日ジャーナ

ル』、1965年 6月号のちに『日本の巨大組織』（1966年）、勁草書房》を是非一読して

ほしい。 

 そのリードに「首切り 100万におよぶというレッドパージは、二重構造の底辺に停滞す

る失業者に組織の核を与えた。かれらは“じかたび”をその統一の象徴として、弱いもの

同士の結びつきをつくり、やがて世界に類を見ないアミーバのような柔軟な組織に育った

のだが……。」と記す。 

  

 戦後の大量に首切られた人びと――レッドパージを受けた人たち、大企業・中小企業工

場からの労働者子弟、農業から排除された人や地場の商店主・都市現業労働者の人たち、

そして子どもを抱えた数多くの女性労働者――が参加したのだ。 



 

 不熟練日雇労働者がさまざまなリーダー（永戸祐三さん[日本労協（ワーカーズコー

プ）連理事長]が現在から振り返って書き続けている「ワーカーズコープの体験的歴史と

思想」『日本労協新聞』では、その幹部はヤクザから社会党、共産党、自民党の人たちだ

と書いている）にオルグされながら、この組合をつくったのだ。 

 全日自労のたたかいの経験は、「労働組合は企業の外にある運動」で、失対賃金を引き

上げ、さらに地域を基軸に組織化して、政府・労働省（当時）・地方自治体へ要求闘争を

行い、地域の労働者の組織化（地区労づくり）をして、自らの子育てのために保育所づく

りや失業をなくす運動、高齢者の要求闘争の基礎をつくっていたことが貴重だ。 

編集子の編集者時代は、「高度成長経済」の時代であったため「日本的企業社会」に包

摂されて生きられる労働者諸氏が多く、自ら組織化をする人たちは少なかった。 

 

 また労働者や青年たちのエネルギーは、社会党・共産党、そしてニューレフトという

「先党思想」（ある種の前衛イデオロギー）にとらわれ、労働組合運動に目をむく面が弱

かった。 

  

 大企業のマスコミ人に忘れ去られているのはやむを得ないが、生きることに呻吟してい

る青年・女性たち、4割に及ぶ非正規労働者がつくられている現代日本の状況をつくりか

えるために、自らを組織した労働者・庶民のエネルギーを、ぜひ「全日自労」の運動から

学んでほしい。 

 

 そのために、これまでフォローしてきた文献・論文・評論などを、「松澤常夫のペー

ジ」内に、以下のようにＵＰしてある。（クリックしてください） 

  

 

 「じかたび」・全日自労の研究  

  

 

 雇用保険制度を現実に役立つものに、松沢 常夫、「月刊福祉」 60(1), p4―7, 1977―

01         

 人間は変わるんだ 労働者はたたかうんだ――全日自労の中央委員会から、松沢常夫、

「たたかいのルポルタージュ」創刊号、1979年 5月号、現代ルポルタージュ研究会 

 全日自労の「民主的改革闘争」の意義、「マルクス主義研究年報」、1980年版、NO.4、

マルクス主義研究セミナー、芝田進午責任編集、合同出版 



 建設一般全日自労 雇用・失業保障確立へ新たな"三年闘争" (総評臨時大会と同盟路線

＜特集＞) ―(労組大会からの報告) 、松沢 常夫 、「労働運動 」(192), p109―112, 

1981―12      

 失対労働者の闘いから学ぶこと――働き闘い生きる、松沢 常夫、「労働法律旬報」 

(1151), p48―51, 1986―09―10   

  

  

 「じかたび 1500号さらに輝け」◆主な目次 

  目で見る〝じかたび″1500号のあゆみ 

 発言でつづる．じかたび″の教訓 

  機関紙中心の組合活動 

   読みあい話しあい／個人有料購読制／独立採算制／配達・集金活動／拡大運動／通

信員制度／組合員の心が通う新聞を／闘いと〝じかたび〟／地方機関紙・職場新聞  

  

〝じかたび″君ありがとう 中西五洲 

 座散会 開くのが怖くなるような新聞を、中央大学教授・江口 英一さん、日本機関紙

協会事務局長・福谷 保夫さん、『全建総連』編集部・千葉景四郎さん、司会 〝じかた

び〟編集部 

  

 「じかたび・全日自労」の研究 

 映画『どっこい生きてる』、（1951年／監督：今井正／出演：河原崎長十郎 河原崎し

づ江 他）――戦後“ニコヨン”と呼ばれた日雇い労働者の苦闘を描く今井正の代表作。

傑作『自転車泥棒』を手本とした社会派のエポック的作品。［新日本映画社］ 

   △https://motion-gallery.net/projects/DOKURITSU 

  

 都市下層における反差別のかたち一一日雇労働における「部落」と「在日」、山本崇

記、「立命館言語文化研究 」19(2), 165-182, 2007-1、立命館大学国際言語文化研究所 

  

 http://www.ritsumei.ac.jp/acd/re/k-rsc/lcs/kiyou/19-2/RitsIILCS_19.2pp.165-

182Yamamoto.pdf 

  

 ▼上の論文で紹介されている、江口英一さんの論文ほか。  

 江口英一、1961、「未組織労働者」、大河内一男編『日本経営と労働（2）一講座現代

日本の分析 第 4巻』、有斐閣 

 江口英一、1966、“じかたび”の旗のもとに、「全日自労」、朝日ジャーナルのちに

『日本の巨大組織』、勁草書房 



 江口英一[他]編、1979a、『山谷一失業の現代的意味』、未来社 

 江口英一、1979b、『現代の「低所得層」―「貧困」研究の方法（上）』、未来社 

 江口英一、1983、「自由労働組合＝全日自労の生成をめぐって」、黒川俊雄［他］編

『労働組合運動の現代的課題』、未来社 

 ▼参考 

 全日自労における団体交渉の構造、江口 英一、月刊労働問題、1963年 09月 

 江口英一編『団結よひろがれ―にこよん詩集の人々 増補改訂版』、ぱるん舎、1981 

年 

  

 全日自労の"じかたび"中心の労習活動の進展 、明神 勲、労働運動・労働組合における

教育・学習活動(特集・労働者教育の展望) 、1970-12-00 日本の社会教育 / 日本社会教

育学会年報編集委員会 編   （2017.04.15） 

  

 『全日自労の歴史』、全日本自由労働組合編、労働旬報社、1977年 10月 

  

 1950年代における全日本自由労働者組合婦人部関係史料について―史料紹介『婦人部ニ

ュース』・『全国婦人代表者会議議事録』・『全国婦人部長会議議事録』― 杉本 弘

幸、「ジェンダー研究」、第 15号、2013年２月 28日発行、編集・発行、公益財団法人 

東海ジェンダー研究所 

 ヨイトマケの唄,ニコヨンの歌 : 戦後失対労働者の存在形態と社会意識、杉本弘幸、同

志社大学人文科学研究所紀要「社会科学」、同志社大学人文科学研究所、2014年 11月 28

日  

  

 ●2015年 02月 24日：それぞれの労働組合運動史・論４――現代労働組合研究会のペー

ジ 

 ◇中西五洲さんの思い出――主な論文・エッセイ抄 インターネット事業団・飯島信吾

編（ＰＤＦ版）  

 ●2015年 02月 15日：全日自労三重県本部の歴史をまとめるにあたって、手島繁一、協

同の発見、1995年 10月、43号 

 『皆でたたかった 50年―全日 自労三重県本部の歴史』の刊行に当たって、手島繁一、

協同の発見、1996年 6月、51号 

 ●『皆でたたかった 50年―全日 自労三重県本部の歴史』、全日自労建設一般三重県本

部 、協同総合研究所 編、1996年、 シーアンドシー出版  

 ●2014年 07月 30日：労働組合運動の民主的改革路線、中西五洲・永山利和、労働組合

の民主的改革、1985年 3月、「黒川俊雄のページ」参照 



「書評：建設一般の 50年」（全日自労建設農林一般労働組合 50年史編纂委員会編、大須

他と共著、旬報社）、上畑恵宣（同朋大学教授）、「賃金と社会保障、No、1234、1999年

３月下旬号   

http://okina1.cocolog-nifty.com/blog/2017/04/post-630a.html 

 


